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最終頁に続く

( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 人 形 体 の 顔 面 部 品 に 組 み 付 け ら れ る 眼 部 品 で あ っ て 、
　 前 記 眼 部 品 の 前 面 に 配 置 さ れ る 虹 彩 部 と 、
　 前 面 が 凸 形 状 で 形 成 さ れ る と と も に 、 前 記 虹 彩 部 の 後 方 か ら 突 出 し て 該 虹 彩 部 の 内 部 に  
突 出 す る 突 出 部 分 を 有 す る 瞳 孔 部 と
を 備 え 、
　 前 記 虹 彩 部 で は 、 前 記 突 出 部 分 と は 異 な る 部 分 の 底 面 が 凹 形 状 で 形 成 さ れ 、
  前 記 突 出 部 分 は 、 前 記 虹 彩 部 の 表 面 ま で 突 出 す る こ と な く 、 該 虹 彩 部 の 奥 に 位 置 す る こ  
と を 特 徴 と す る 眼 部 品 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 突 出 部 分 の 表 面 全 体 が 前 記 虹 彩 部 に よ っ て 被 覆 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に  
記 載 の 眼 部 品 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 突 出 部 分 は 、 前 記 虹 彩 部 の 前 記 底 面 の 中 心 付 近 で 突 出 し て お り 、
　 前 記 虹 彩 部 の 底 面 か ら 内 部 へ 突 出 し た 前 記 突 出 部 分 と は 異 な る 部 分 で 該 虹 彩 部 の 底 面 と  
接 す る よ う に 不 透 明 の 下 地 部 が 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 眼 部 品 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 下 地 部 は 、 少 な く と も 部 分 的 に 前 記 虹 彩 部 に 被 覆 さ れ ず 、 前 記 虹 彩 部 の 前 面 ま で 延  
伸 し た 部 分 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 眼 部 品 。

請求項の数　10　（全11頁）
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【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 虹 彩 部 の 底 面 に 接 す る 前 記 下 地 部 の 表 面 の 一 部 は 凹 凸 形 状 が 形 成 さ れ て い る こ と を  
特 徴 と す る 請 求 項 ３ 又 は ４ に 記 載 の 眼 部 品 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 眼 部 品 は 、 複 数 種 類 の 樹 脂 を 使 用 し た イ ン サ ー ト 成 形 に よ り 成 形 さ れ る こ と を 特 徴  
と す る 請 求 項 １ 乃 至 ５ の 何 れ か １ 項 に 記 載 の 眼 部 品 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 眼 部 品 は 瞳 部 分 を 形 成 し 、 白 目 部 及 び ま つ 毛 部 と は 別 に 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す  
る 請 求 項 ５ に 記 載 の 眼 部 品 。
【 請 求 項 ８ 】
　 請 求 項 １ 乃 至 ７ の 何 れ か １ 項 に 記 載 の 眼 部 品 が 組 み 付 け ら れ た 顔 面 部 品 を 有 す る 人 形 体 。
【 請 求 項 ９ 】
　 人 形 体 の 顔 面 部 品 に 組 み 付 け ら れ る 眼 部 品 の 製 造 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 眼 部 品 の 前 面 を 被 覆 す る 虹 彩 部 を 成 形 す る 虹 彩 部 成 形 工 程 と 、
　 前 面 が 凸 形 状 で 形 成 さ れ る と と も に 、 前 記 虹 彩 部 の 後 方 か ら 突 出 し て 該 虹 彩 部 の 内 部 に  
突 出 す る 突 出 部 分 を 有 す る 瞳 孔 部 を 成 形 す る 瞳 孔 部 成 形 工 程 と 、
　 前 記 瞳 孔 部 が 形 成 さ れ て い な い 部 分 で 前 記 虹 彩 部 の 底 面 と 接 す る よ う に 下 地 部 を 成 形 す  
る 下 地 部 成 形 工 程 と
を 含 み 、
　 前 記 虹 彩 部 で は 、 前 記 突 出 部 分 と は 異 な る 部 分 の 底 面 が 凹 形 状 で 形 成 さ れ 、
  前 記 突 出 部 分 は 、 前 記 虹 彩 部 の 表 面 ま で 突 出 す る こ と な く 、 該 虹 彩 部 の 奥 に 位 置 す る こ  
と を 特 徴 と す る 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 眼 部 品 の 各 成 形 工 程 で は 、 複 数 種 類 の 樹 脂 を 使 用 し た イ ン サ ー ト 成 形 を 繰 り 返 す こ と を  
含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ に 記 載 の 製 造 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 眼 部 品 、 そ の 製 造 方 法 、 及 び 人 形 体 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 フ ィ ギ ュ ア な ど の 人 形 体 の 顔 表 現 は 、 そ の 表 情 を 左 右 す る と と も に フ ィ ギ ュ ア の 価 値 を  
決 定 す る 上 で 非 常 に 重 要 な 部 位 で あ る 。 顔 の 中 で も 眼 部 品 は 特 に 表 情 や 印 象 に 大 き く 影 響  
す る も の で あ り 、 眼 部 品 に お け る 追 視 機 能 も 重 要 で あ る 。 例 え ば 、 特 許 文 献 １ に は 、 透 過  
性 の 板 状 体 の 一 面 と 他 面 を 利 用 す る 簡 単 で 安 価 な 方 法 で 、 顔 の 正 面 か ら 見 た 場 合 だ け で な  
く 、 顔 を 上 下 左 右 か ら 見 た 場 合 で も 、 見 て い る も の に 視 線 が 向 い て い る よ う な 印 象 を 与 え  
る 面 白 味 の あ る 顔 が 描 か れ た 板 状 商 品 が 提 供 さ れ て い る 。 ま た 、 特 許 文 献 ２ に は 、 人 間 の  
目 の 位 置 に 、 底 面 部 に 瞳 部 が 描 画 さ れ た 凹 部 を 有 す る 模 型 の 頭 部 が 提 案 さ れ て い る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 文 献 】 実 用 新 案 登 録 第 ３ ２ １ ６ ７ ４ ３ 号
特 許 第 ６ １ ９ ８ ５ ５ １ 号
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 上 記 従 来 技 術 で は 、 キ ャ ラ ク タ ー 製 品 の 裏 面 側 に 顔 が 描 か れ て お り 、 よ り 詳 細 に は 瞳 と  
白 目 と が 透 明 の ア ク リ ル 製 板 の 裏 面 に 描 か れ 、 こ れ に よ り 追 視 機 能 を 備 え る も の で あ る 。  
し か し 、 上 記 従 来 技 術 で は 上 下 方 向 や 左 右 方 向 か ら あ る 程 度 の 角 度 を も っ た 位 置 で キ ャ ラ  
ク タ ー を 見 た 場 合 に は 単 に 瞳 が 奥 に 描 か れ て い る た め 見 え な く な っ て し ま う 。 同 様 に 、 単  
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に 凹 部 の 底 面 に 瞳 部 を 描 画 し た 場 合 で あ っ て も 、 上 下 方 向 や 左 右 方 向 か ら あ る 程 度 の 角 度  
の 位 置 と な る と 瞳 部 が 見 え な く な り 追 視 機 能 が 失 わ れ て し ま う 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ま た 、 複 数 の 部 品 を 組 み 立 て て 眼 部 品 を 構 成 す る 場 合 に は そ れ ら の 組 み 付 け 誤 差 等 か ら  
製 品 ご と に そ の 表 情 や 印 象 に 個 体 差 が 生 ま れ て し ま う 。 従 っ て 、 で き る だ け 組 立 部 品 が 少  
な く 、 そ の 組 み 立 て に よ る ズ レ や 隙 間 に 応 じ て 表 情 や 追 視 効 果 に 影 響 を 与 え な い フ ィ ギ ア  
等 の 人 形 体 が 要 望 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 、 人 形 体 の 眼 部 品 に お い て 広 範 囲 に 追 視 機 能 を 自 然 な 印 象 で 実 現 し 、 ま た 同 機  
能 を 好 適 に 製 造 可 能 な 仕 組 み を 提 供 す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 、 例 え ば 、 人 形 体 の 顔 面 部 品 に 組 み 付 け ら れ る 眼 部 品 で あ っ て 、 前 記 眼 部 品 の  
前 面 に 配 置 さ れ る 虹 彩 部 と 、 前 面 が 凸 形 状 で 形 成 さ れ る と と も に 、 前 記 虹 彩 部 の 後 面 か ら  
突 出 し て 該 虹 彩 部 の 内 部 に 突 出 す る 突 出 部 分 を 有 す る 瞳 孔 部 と を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 。
  ま た 、 本 発 明 は 、 例 え ば 、 人 形 体 の 顔 面 部 品 に 組 み 付 け ら れ る 眼 部 品 で あ っ て 、 前 記 眼  
部 品 の 前 面 に 配 置 さ れ る 虹 彩 部 と 、 前 面 が 凸 形 状 で 形 成 さ れ る と と も に 、 前 記 虹 彩 部 の 後  
方 か ら 突 出 し て 該 虹 彩 部 の 内 部 に 突 出 す る 突 出 部 分 を 有 す る 瞳 孔 部 と を 備 え 、 前 記 虹 彩 部  
で は 、 前 記 突 出 部 分 と は 異 な る 部 分 の 底 面 が 凹 形 状 で 形 成 さ れ 、 前 記 突 出 部 分 は 、 前 記 虹  
彩 部 の 表 面 ま で 突 出 す る こ と な く 、 該 虹 彩 部 の 奥 に 位 置 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 本 発 明 は 、 例 え ば 、 人 形 体 の 顔 面 部 品 に 組 み 付 け ら れ る 眼 部 品 の 製 造 方 法 で あ っ  
て 、 前 記 眼 部 品 の 前 面 を 被 覆 す る 虹 彩 部 を 成 形 す る 虹 彩 部 成 形 工 程 と 、 前 面 が 凸 形 状 で 形  
成 さ れ る と と も に 、 前 記 虹 彩 部 の 後 面 か ら 突 出 し て 該 虹 彩 部 の 内 部 に 突 出 す る 突 出 部 分 を  
有 す る 瞳 孔 部 を 成 形 す る 瞳 孔 部 成 形 工 程 と 、 前 記 瞳 孔 部 が 形 成 さ れ て い な い 部 分 で 前 記 虹  
彩 部 の 後 面 と 接 す る よ う に 下 地 部 を 成 形 す る 下 地 部 成 形 工 程 と を 含 む こ と を 特 徴 と す る 。
  ま た 、 本 発 明 は 、 例 え ば 、 人 形 体 の 顔 面 部 品 に 組 み 付 け ら れ る 眼 部 品 の 製 造 方 法 で あ っ  
て 、 前 記 眼 部 品 の 前 面 を 被 覆 す る 虹 彩 部 を 成 形 す る 虹 彩 部 成 形 工 程 と 、 前 面 が 凸 形 状 で 形  
成 さ れ る と と も に 、 前 記 虹 彩 部 の 後 方 か ら 突 出 し て 該 虹 彩 部 の 内 部 に 突 出 す る 突 出 部 分 を  
有 す る 瞳 孔 部 を 成 形 す る 瞳 孔 部 成 形 工 程 と 、 前 記 瞳 孔 部 が 形 成 さ れ て い な い 部 分 で 前 記 虹  
彩 部 の 底 面 と 接 す る よ う に 下 地 部 を 成 形 す る 下 地 部 成 形 工 程 と を 含 み 、 前 記 虹 彩 部 で は 、  
前 記 突 出 部 分 と は 異 な る 部 分 の 底 面 が 凹 形 状 で 形 成 さ れ 、 前 記 突 出 部 分 は 、 前 記 虹 彩 部 の  
表 面 ま で 突 出 す る こ と な く 、 該 虹 彩 部 の 奥 に 位 置 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 人 形 体 の 眼 部 品 に お い て 広 範 囲 に 追 視 機 能 を 自 然 な 印 象 で 実 現 し 、 ま  
た 同 機 能 を 好 適 に 製 造 可 能 な 仕 組 み を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ０ 】
【 図 １ 】 一 実 施 形 態 に 係 る 人 形 体 の 顔 面 部 品 の 表 面 及 び 裏 面 の 斜 視 図 。
【 図 ２ 】 一 実 施 形 態 に 係 る 顔 面 部 品 の 分 解 斜 視 図 。
【 図 ３ 】 一 実 施 形 態 に 係 る 顔 面 部 品 の 側 断 面 図 。
【 図 ４ 】 一 実 施 形 態 に 係 る 眼 部 品 の 平 断 面 図 。
【 図 ５ 】 一 実 施 形 態 に 係 る 眼 部 品 の 追 視 機 能 及 び 分 割 ラ イ ン を 説 明 す る 図 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 例 示 的 な 実 施 形 態 に つ い て 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。 な お 、 各 図 に お い  
て 、 同 じ 参 照 符 号 は 、 同 じ 要 素 を 示 し て い る 。 ま た 、 各 図 に お い て 、 紙 面 に 対 す る 上 下 左  
右 方 向 を 、 本 実 施 形 態 に お け る 装 置 の 上 下 左 右 方 向 と し て 、 本 文 中 の 説 明 の 際 に 用 い る こ  
と と す る 。 な お 本 発 明 は 、 以 下 に 説 明 す る 実 施 形 態 に お い て 成 形 素 材 と し て 異 な る 色 の 樹  
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脂 材 料 を 例 示 す る が こ れ に 限 定 さ れ ず 、 例 え ば 異 な る 材 質 （ ポ リ ス チ レ ン 、 ポ リ エ チ レ ン  
、 Ａ Ｂ Ｓ 等 の 熱 可 塑 性 樹 脂 、 熱 硬 化 性 樹 脂 、 金 属 等 ） 、 異 な る 透 明 度 の 樹 脂 等 の 成 形 素 材  
に も 適 用 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ＜ 顔 面 部 品 ＞
　 ま ず 、 図 １ 及 び 図 ２ を 参 照 し て 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 人 形 体 に 組 み 付 け ら れ る 顔  
面 部 品 に つ い て 説 明 す る 。 以 下 に 説 明 す る 顔 面 部 品 ２ ０ は 、 人 の 顔 を 模 し た 人 形 体 （ 例 え  
ば 、 フ ィ ギ ュ ア ） を 例 示 す る が 、 こ れ に 限 定 さ れ ず 、 特 に 眼 を 備 え る 形 象 物 で あ れ ば 、 例  
え ば 動 物 、 昆 虫 、 恐 竜 、 魚 類 等 の 生 き 物 や 、 目 に 相 当 す る 部 分 を 備 え る キ ャ ラ ク タ ー 等 の  
形 象 物 で あ っ て も よ い 。 な お 、 以 下 で は 人 形 体 を 構 成 す る 部 位 の う ち 、 顔 面 部 品 の み に つ  
い て 説 明 し 、 他 の 部 位 の 説 明 に つ い て は 省 略 す る が こ れ ら の 部 位 を 本 発 明 の 構 成 か ら 除 外  
す る わ け で は な い 。 つ ま り 、 本 実 施 形 態 に 係 る 眼 部 品 が 含 む 顔 面 部 品 は そ の 他 の 部 位 （ 胴  
体 部 、 腕 部 、 脚 部 や 、 武 器 等 の オ プ シ ョ ン パ ー ツ ） と と も に 人 形 体 を 構 成 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 実 施 形 態 に 係 る 人 形 体 の 顔 は 、 顔 面 部 品 ２ ０ に 眼 部 品 １ ０ を 組 み 付 け る こ と に よ り 形  
成 さ れ る 。 図 １ （ ａ ） は 、 顔 面 部 品 ２ ０ の 表 側 を 示 し 、 図 １ （ ｂ ） は 顔 面 部 品 ２ ０ の 裏 側  
を 示 す 。 な お 、 本 実 施 形 態 に お け る 人 形 体 の 裏 側 は 、 図 示 し な い 髪 パ ー ツ 等 に よ っ て 覆 わ  
れ て 、 フ ィ ギ ュ ア が 完 成 し た 後 に 外 部 に 曝 さ れ る こ と は な い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 ２ に 眼 部 品 １ ０ と 顔 面 部 品 ２ ０ と を 分 解 し た 分 解 斜 視 図 を 示 す 。 眼 部 品 １ ０ は 、 顔 面  
部 品 ２ ０ の 裏 側 か ら 組 み 付 け ら れ 、 顔 面 部 品 ２ ０ に 形 成 さ れ た 孔 部 ２ ０ ａ か ら 眼 部 品 １ ０  
の 一 部 と な る 左 右 の 眼 を 構 成 す る 部 分 が 露 出 す る 。 ま た 、 顔 面 部 品 ２ ０ 側 に は 、 眼 を 構 成  
す る 白 目 部 ２ ０ １ と ま つ 毛 部 ２ ０ ２ と が 予 め 形 成 さ れ る 。 従 っ て 、 顔 面 部 品 ２ ０ に 組 み 付  
け ら れ る 眼 部 品 １ ０ は そ れ ぞ れ 左 右 の 瞳 部 分 を 形 成 し て い る 。 こ れ に よ り 、 顔 面 部 品 ２ ０  
と 眼 部 品 １ ０ と が 白 目 部 ２ ０ １ と 瞳 と を 境 界 と し て 各 部 品 へ 分 割 さ れ る こ と に な り 、 例 え  
ば 白 目 部 分 と 黒 目 部 分 （ 瞳 ） と の 境 界 で 分 割 す る も の で あ り 、 色 の 差 異 か ら 、 よ り 分 割 ラ  
イ ン を 目 立 た な く す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 よ り 自 然 な 印 象 を 維 持 す る こ と が で き  
る 。 分 割 ラ イ ン の 詳 細 に つ い て は 図 ５ を 用 い て 後 述 す る 。 な お 、 本 実 施 形 態 で は 、 「 白 目  
部 分 」 と 「 黒 目 部 分 」 と い う 用 語 を 用 い て 説 明 す る が 、 こ れ ら の 用 語 は 説 明 の 便 宜 上 使 用  
し て い る だ け で あ っ て 、 本 発 明 に お け る 該 当 部 分 の 色 を 限 定 し て い る わ け で は な い 。 つ ま  
り 、 こ こ で は 上 述 の よ う な 用 語 を 用 い る が 、 白 目 部 分 と 黒 目 部 分 に つ い て は キ ャ ラ ク タ ー  
の デ ザ イ ン 等 に 応 じ て 種 々 の 色 を 採 用 す る こ と が で き 、 こ こ で 説 明 す る 色 以 外 を 除 外 す る  
も の で は な い 。 な お 、 本 明 細 書 や 特 許 請 求 の 範 囲 で 使 用 す る 色 に 関 す る 他 の 記 載 に つ い て  
も 同 様 に 本 発 明 を 限 定 す る 意 図 は な い こ と に 注 意 さ れ た い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ＜ 顔 面 部 品 及 び 眼 部 品 の 側 断 面 ＞
　 次 に 、 図 ３ を 参 照 し て 、 本 実 施 形 態 に 係 る 眼 部 品 １ ０ を 組 み 付 け た 顔 面 部 品 ２ ０ の 側 断  
面 図 を 用 い て そ の 構 成 例 を 説 明 す る 。 図 ３ は 、 右 眼 の 瞳 孔 部 分 を 中 心 に 上 下 方 向 に 切 断 し  
た 側 断 面 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 ３ に 示 す よ う に 、 顔 面 部 品 ２ ０ の 孔 部 ２ ０ ａ に 対 し て 、 当 該 顔 面 部 品 ２ ０ の 裏 側 か ら  
眼 部 品 １ ０ が 組 み 付 け ら れ る 。 眼 部 品 １ ０ は 、 少 な く と も 虹 彩 部 ３ ０ １ 、 瞳 孔 部 ３ ０ ２ 、  
及 び 下 地 部 ３ ０ ３ を 含 ん で 構 成 さ れ る 。 各 部 は そ れ ぞ れ の 色 の 異 な る 樹 脂 材 料 を 使 用 し た  
イ ン サ ー ト 成 形 及 び 多 色 成 形 に よ っ て 形 成 さ れ る 。 図 ３ に 示 す よ う に 、 眼 部 品 １ ０ の 前 面  
を 虹 彩 部 ３ ０ １ が 被 覆 す る よ う に 形 成 （ 配 置 ） さ れ 、 虹 彩 部 ３ ０ １ の 後 面 の 一 部 に お い て  
瞳 孔 部 ３ ０ ２ が 立 体 的 に 突 出 す る よ う に 形 成 さ れ て い る 。 な お 、 眼 部 品 １ ０ の 詳 細 な 説 明  
に つ い て は 図 ４ 及 び 図 ５ を 用 い て 後 述 す る 。 一 方 、 顔 面 部 品 ２ ０ に は 、 上 述 し た よ う に 、  
人 形 体 の 眼 の 構 成 の 一 部 で あ る 白 目 部 ２ ０ １ 及 び ま つ 毛 部 ２ ０ ２ が 予 め 設 け ら れ て い る 。  
従 っ て 、 本 実 施 形 態 に 係 る 眼 部 品 １ ０ は 、 眼 を 構 成 す る 白 目 部 や ま つ 毛 部 以 外 の 瞳 部 分 を  
構 成 す る も の で あ る 。 な お 、 虹 彩 部 ３ ０ １ は 、 ２ 層 以 上 で 構 成 さ れ て い て も よ い 。
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【 ０ ０ １ ７ 】
　 顔 面 部 品 ２ ０ に 対 し て 眼 部 品 １ ０ が 組 み 付 け ら れ る こ と に よ り 、 眼 部 品 １ ０ が 構 成 す る  
瞳 部 分 が 顔 の 表 面 に 現 れ 、 人 形 体 の 表 情 が 形 成 さ れ る 。 こ の よ う に 顔 面 部 品 ２ ０ と 眼 部 品  
１ ０ と を 個 別 に 形 成 す る こ と に よ り 、 例 え ば 使 用 す る 樹 脂 材 料 の 色 を 低 減 す る こ と が で き  
る た め 、 各 部 品 の 後 述 す る イ ン サ ー ト 成 形 を 簡 略 化 す る こ と が で き る 。 ま た 、 眼 部 品 の 種  
類 を 複 数 設 け る こ と に よ り 、 多 彩 な 表 情 の パ ー ツ を 容 易 に 作 製 す る こ と が で き 、 多 様 な 商  
品 展 開 や ユ ー ザ に よ っ て 付 け 替 え 可 能 と し て １ 体 の 人 形 体 に お い て 多 様 な 表 情 を 実 現 す る  
こ と も で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ＜ 眼 部 品 の 詳 細 構 成 ＞
　 次 に 、 図 ４ を 参 照 し て 、 本 実 施 形 態 に 係 る 眼 部 品 １ ０ の 詳 細 構 成 に つ い て 説 明 す る 。 図  
４ （ ａ ） は 眼 部 品 １ ０ の 平 断 面 図 を 示 し 、 図 ４ （ ｂ ） は 顔 面 部 品 ２ ０ に 眼 部 品 １ ０ を 組 み  
付 け た 状 態 で 正 面 か ら 見 た 人 形 体 の 両 眼 の 拡 大 図 を 示 す 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 ３ を 用 い て 説 明 し た よ う に 、 眼 部 品 １ ０ で は 、 そ の 前 面 を 虹 彩 部 ３ ０ １ が 被 覆 す る よ  
う に 形 成 さ れ 、 虹 彩 部 ３ ０ １ の 後 面 の 一 部 に お い て 瞳 孔 部 ３ ０ ２ が 立 体 的 に 突 出 す る よ う  
に 形 成 さ れ て い る 。 さ ら に 、 瞳 孔 部 ３ ０ ２ の 少 な く と も 当 該 突 出 部 分 （ 先 端 部 分 ） は 、 図  
４ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 虹 彩 部 ３ ０ １ に よ っ て 表 面 全 体 が 被 覆 さ れ 、 虹 彩 部 ３ ０ １ の 前 面  
か ら は 突 出 し な い よ う に 形 成 さ れ る 。 ま た 、 虹 彩 部 ３ ０ １ に は 、 透 明 の 樹 脂 材 料 、 例 え ば  
青 色 透 明 な ど の 有 色 透 明 の 樹 脂 材 料 が 使 用 さ れ 、 虹 彩 部 ３ ０ １ の 奥 に 位 置 す る 瞳 孔 部 ３ ０  
２ が 視 認 可 能 な 樹 脂 材 料 が 使 用 さ れ る 。 一 方 、 瞳 孔 部 ３ ０ ２ に は 、 虹 彩 部 ３ ０ １ よ り も 濃  
い 色 の 樹 脂 材 料 、 例 え ば 黒 色 や 紺 色 な ど の 樹 脂 材 料 が 使 用 さ れ 、 虹 彩 部 ３ ０ １ を 介 し て も  
明 瞭 に 確 認 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 こ の よ う な 構 成 に よ り 、 あ る 程 度 の 角 度 を も っ て 見 て も 瞳 孔 部 ３ ０ ２ の 突 出 部 分 を 確 認  
す る こ と が で き る 。 例 え ば 、 人 形 体 の 略 真 横 か ら 見 た 場 合 で あ っ て も 、 あ る 程 度 瞳 孔 を 確  
認 す る こ と が で き る 。 こ の よ う に 、 本 実 施 形 態 に 係 る 眼 部 品 １ ０ に お い て は 、 広 範 囲 の 角  
度 か ら 瞳 孔 を 確 認 す る こ と が で き 、 後 述 す る 追 視 機 能 を よ り 自 然 な 印 象 で 実 現 す る こ と が  
で き る 。 ま た 、 突 出 部 分 の 表 面 全 体 が 虹 彩 部 ３ ０ １ に よ っ て 被 覆 さ れ て い る こ と に よ り 、  
正 面 か ら 見 た 場 合 と 、 上 下 左 右 か ら 見 た 場 合 と で 同 様 の 印 象 を 与 え る こ と が で き る 。 つ ま  
り 、 瞳 孔 部 ３ ０ ２ が 透 明 の 樹 脂 材 料 に よ っ て 形 成 さ れ た 虹 彩 部 ３ ０ １ に よ っ て 一 様 に 覆 わ  
れ て い る た め 広 範 囲 の 角 度 に 渡 っ て 同 様 の 印 象 で 視 認 可 能 と な り 、 よ り 自 然 な 印 象 で 追 視  
機 能 を 実 現 す る こ と が で き る 。 一 方 、 例 え ば 瞳 孔 部 を 虹 彩 部 の 前 面 ま で 突 出 さ せ る よ う に  
形 成 し た 場 合 は 、 略 真 横 や 略 真 上 な ど か ら 十 分 に 瞳 孔 が 確 認 で き る も の の 、 瞳 孔 が 飛 び 出  
し た よ う な 不 自 然 な 印 象 を 与 え て し ま う 。 従 っ て 、 本 実 施 形 態 の よ う に 、 虹 彩 部 ３ ０ １ の  
奥 に 瞳 孔 を 配 置 す る こ と は 自 然 な 印 象 で 追 視 機 能 を 実 現 す る 上 で 重 要 で あ り 、 例 え ば 人 間  
の 眼 の よ う に 潤 い の あ る 質 感 を 出 す こ と が で き る 。 ま た 、 虹 彩 部 と 瞳 孔 部 を 同 系 色 で 統 一  
す る と よ り 自 然 な 印 象 と な り 、 例 え ば 虹 彩 部 を 青 色 透 明 の 樹 脂 材 料 で 形 成 し 、 瞳 孔 部 を 紺  
色 の 樹 脂 材 料 で 形 成 す る な ど で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 な お 、 虹 彩 部 ３ ０ １ 内 に 突 出 す る 突 出 部 分 の 高 さ を 限 定 す る 意 図 は な い が 、 少 な く と も  
虹 彩 部 ３ ０ １ の 表 面 ま で 突 出 し な い よ う に 形 成 し 、 基 本 的 に は 虹 彩 部 ３ ０ １ の 奥 に 突 出 部  
分 が 見 え る 程 度 が 望 ま し い 。 突 出 部 分 の 高 さ は 顔 面 部 品 ２ ０ に お け る 眼 自 体 の 窪 み や 虹 彩  
部 ３ ０ １ の 厚 み に よ っ て も そ の 最 適 な 高 さ は 変 動 す る 。 ま た 、 突 出 部 分 の 高 さ は 、 よ り 高  
け れ ば 瞳 孔 が 確 認 で き る 範 囲 が 広 が る 一 方 で 、 追 視 効 果 や 自 然 さ が 失 わ れ る と い う ト レ ー  
ド オ フ の 関 係 に あ る 。 従 っ て 、 顔 面 に お け る 眼 の 周 辺 部 の 形 態 に 応 じ て 、 で き る だ け 広 範  
囲 に 瞳 孔 を 確 認 で き る 一 方 で 追 視 効 果 や 自 然 さ が 失 わ れ な い 高 さ に 突 出 部 分 を 形 成 す る こ  
と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 、 眼 部 品 １ ０ は 、 虹 彩 部 ３ ０ １ 及 び 瞳 孔 部 ３ ０ ２ に 加 え て 、 下 地 部 ３ ０ ３ を 含 ん で  
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構 成 さ れ る 。 下 地 部 ３ ０ ３ は 白 色 の 樹 脂 材 料 で 形 成 さ れ る 。 な お 、 こ こ で は 一 例 と し て 下  
地 部 ３ ０ ３ を 白 色 の 樹 脂 材 料 で 形 成 す る 例 に つ い て 説 明 す る が 本 発 明 を 限 定 す る 意 図 は な  
い 。 下 地 部 ３ ０ ３ は 、 虹 彩 部 ３ ０ １ や 瞳 孔 部 ３ ０ ２ の 色 に 応 じ て 他 の 色 で 形 成 さ れ て も よ  
く 、 不 透 明 な 色 で あ れ ば よ い 。 例 え ば 、 人 形 体 で 実 現 す る キ ャ ラ ク タ ー の デ ザ イ ン に 応 じ  
て 瞳 孔 部 ３ ０ ２ が 白 色 で 形 成 さ れ 、 下 地 部 ３ ０ ３ が 黒 色 で 形 成 さ れ る こ と も あ る 。 図 ４ （  
ａ ） に 示 す よ う に 、 下 地 部 ３ ０ ３ は 、 瞳 孔 部 ３ ０ ２ が 形 成 さ れ る 部 分 と は 異 な る 部 分 で 虹  
彩 部 ３ ０ １ の 後 面 に 接 す る よ う に 形 成 さ れ る 。 ま た 、 虹 彩 部 ３ ０ １ と 接 す る 下 地 部 ３ ０ ３  
の 表 面 に 凸 凹 形 状 （ 段 差 形 状 、 ダ イ ヤ モ ン ド カ ッ ト の よ う な カ ッ テ ィ ン グ 形 状 、 開 口 と 突  
部 で 形 成 さ れ た 形 状 等 、 様 々 な 形 状 を 含 む ） を 形 成 し て も よ い 。 こ れ に よ り 、 瞳 部 分 へ 入  
光 す る 光 の 反 射 を 多 方 向 へ 分 散 さ せ る こ と が で き 、 自 然 な 瞳 の 輝 き を 表 現 す る こ と が で き  
る 。 こ れ と 同 様 の 効 果 を 得 る よ う に 虹 彩 部 ３ ０ １ の 後 面 に 同 様 の 凹 凸 形 状 を 形 成 し て も よ  
い 。 虹 彩 部 ３ ０ １ の 後 面 に 凹 凸 形 状 を 形 成 す る こ と に よ り 、 虹 彩 部 ３ ０ １ の 膜 厚 が 部 分 的  
に 変 化 し 、 下 地 部 ３ ０ ３ の 透 過 の 程 度 を 異 な ら せ 、 よ り 複 雑 な 色 味 を 表 現 す る 効 果 も 期 待  
で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま た 、 図 ４ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 下 地 部 ３ ０ ３ は 、 虹 彩 部 ３ ０ １ に 隣 接 し て 虹 彩 部 ３ ０  
１ の 前 面 と 同 様 の 位 置 ま で 延 伸 し て 形 成 さ れ た 部 分 を 有 し て も よ い 。 当 該 部 分 は 、 図 ４ （  
ｂ ） の 下 地 部 ３ ０ ３ に 示 さ れ る よ う に 、 瞳 の 白 色 部 分 を 形 成 し 、 人 間 の 眼 の よ う な 光 の 反  
射 を 演 出 す る こ と が で き る 。 上 述 し た よ う に 、 キ ャ ラ ク タ ー の デ ザ イ ン に 応 じ て 変 化 す る  
下 地 部 ３ ０ ３ と 同 様 に 、 上 記 瞳 の 白 色 部 分 は 他 の 色 で 形 成 さ れ て も よ い 。 ま た 、 下 地 部 ３  
０ ３ と 一 体 化 し て 形 成 さ れ な く て も よ く 、 そ の 場 合 は 下 地 部 ３ ０ ３ と は 異 な る 色 の 別 の 樹  
脂 材 料 で 形 成 さ れ て も よ い 。 一 方 、 一 体 化 し て 形 成 さ れ る 場 合 に は 、 後 述 す る イ ン サ ー ト  
成 形 の 工 程 を 低 減 す る こ と が で き 、 よ り 簡 易 な 製 造 工 程 を 実 現 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 （ イ ン サ ー ト 成 形 手 順 ）
　 こ こ で 、 本 実 施 形 態 に 係 る 眼 部 品 １ ０ の イ ン サ ー ト 成 形 （ 一 体 成 形 ） の 製 造 手 順 に つ い  
て 説 明 す る 。 眼 部 品 １ ０ は 、 例 え ば ３ 色 の 樹 脂 を 使 用 し た イ ン サ ー ト 成 形 及 び 多 色 成 形 に  
よ っ て 生 成 さ れ る 。 な お 、 以 下 で 説 明 す る 手 順 に 本 発 明 を 限 定 す る 意 図 は な い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 ４ （ ａ ） に 示 す よ う な 各 樹 脂 材 料 の 構 成 で あ れ ば 、 眼 基 礎 部 品 に 対 し て 、 例 え ば 紺 色  
の 樹 脂 材 料 で 瞳 孔 部 ３ ０ ２ を １ 次 成 形 す る 。 続 い て 、 白 色 の 樹 脂 材 料 で 下 地 部 ３ ０ ３ を ２  
次 成 形 す る 。 最 後 に 、 青 色 透 明 の 樹 脂 材 料 で 虹 彩 部 ３ ０ １ を ３ 次 成 形 す る こ と に よ り 眼 部  
品 １ ０ の 最 終 成 形 品 と な る 。 上 述 の 手 順 で は 、 各 工 程 で 単 色 の 樹 脂 材 料 を 用 い る 例 に つ い  
て 説 明 し た が 、 本 発 明 を 限 定 す る 意 図 は な く 、 多 色 の 樹 脂 材 料 で 行 っ て も よ い 。 ま た 、 各  
樹 脂 材 料 の 色 に つ い て も 、 キ ャ ラ ク タ ー の デ ザ イ ン に 応 じ て 種 々 の 色 を 採 用 す る こ と が で  
き る 。 な お 、 瞳 の 追 視 機 能 を 維 持 す る た め に は 、 少 な く と も 瞳 孔 部 及 び 下 地 部 が 不 透 明 な  
樹 脂 材 料 で 形 成 さ れ 、 虹 彩 部 が 透 明 又 は 半 透 明 な 樹 脂 材 料 で 形 成 さ れ る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 以 上 の よ う に 、 複 数 種 類 の 樹 脂 を 使 用 し た イ ン サ ー ト 成 形 を 繰 り 返 す こ と で 眼 部 品 １ ０  
が 成 形 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 従 来 で は 印 刷 や シ ー ル に よ っ て 提 供 し て い た 眼 の 表 現 を 高 い  
精 度 で 、 容 易 に 形 成 す る こ と が で き る 。 さ ら に プ ラ ス チ ッ ク モ デ ル の よ う に ユ ー ザ に 組 み  
立 て の 一 部 を 実 行 さ せ る 場 合 で あ っ て も 、 眼 の 表 現 と し て ユ ー ザ に よ る シ ー ル 貼 り 工 程 を  
な く す こ と が で き 、 シ ー ル 貼 り や 塗 装 等 の 高 い 技 術 が な く て も 、 ユ ー ザ に と っ て も 違 和 感  
の な い 形 で 満 足 の い く 完 成 品 を 作 成 す る こ と が で き る 。 な お 、 眼 部 品 １ ０ と 顔 面 部 品 ２ ０  
と は 異 な る 光 沢 を 有 す る よ う に 成 形 さ れ て い て も よ い 。 例 え ば 、 眼 部 品 １ ０ は 、 ポ リ ス チ  
レ ン 樹 脂 等 の 透 明 性 の 高 い 樹 脂 材 料 で 成 形 し 、 顔 面 部 品 ２ ０ は ポ リ ス チ レ ン 樹 脂 に ゴ ム 等  
を 配 合 し て つ や を 抑 え 、 肌 の 質 感 を 出 し た 樹 脂 で 成 形 し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ＜ 追 視 機 能 及 び 分 割 ラ イ ン ＞
　 次 に 、 図 ５ を 参 照 し て 、 本 実 施 形 態 に 係 る 眼 部 品 １ ０ の 追 視 機 能 と 、 顔 面 部 品 ２ ０ と の  
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分 割 ラ イ ン に つ い て 詳 細 に 説 明 す る 。 図 ５ （ ａ ） は 人 形 体 の 左 眼 の 拡 大 図 を 示 し 、 図 ５ （  
ｂ ） は 瞳 孔 部 ３ ０ ２ 付 近 の 平 断 面 の 拡 大 図 を 示 す 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 （ 追 視 機 能 ）
　 ま ず 、 本 実 施 形 態 に 係 る 追 視 機 能 に つ い て 説 明 す る 。 図 ５ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 本 実 施  
形 態 に 係 る 眼 部 品 １ ０ の 追 視 機 能 は 虹 彩 部 ３ ０ １ と 瞳 孔 部 ３ ０ ２ に よ っ て 実 現 さ れ る 。 虹  
彩 部 ３ ０ １ は 、 眼 部 品 １ ０ の 前 面 を 被 覆 す る よ う に 形 成 さ れ 、 さ ら に 、 そ の 後 面 が 凹 形 状  
で 形 成 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 瞳 の 下 が 一 面 で 凹 形 状 と な り 追 視 効 果 を よ り 高 め る こ と が で  
き る 。 な お 、 後 述 す る 瞳 孔 部 ３ ０ ２ の 突 出 部 分 に よ っ て も 追 視 効 果 を 期 待 で き る た め 、 虹  
彩 部 ３ ０ １ の 後 面 に つ い て は 平 坦 な 形 状 と し て も よ い 。 こ れ に よ り 、 イ ン サ ー ト 成 形 で の  
一 工 程 を よ り 簡 易 な 工 程 で 実 現 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ま た 、 上 述 し た よ う に 、 瞳 孔 部 ３ ０ ２ が 虹 彩 部 ３ ０ １ の 凹 形 状 で あ る 後 面 の 中 心 付 近 で  
一 部 が 突 出 し 、 虹 彩 部 ３ ０ １ の 内 部 へ 侵 入 す る よ う に 形 成 さ れ る 。 当 該 突 出 部 分 の 前 面 は  
丸 み を 帯 び た 凸 形 状 で 形 成 さ れ る こ と が 望 ま し い 。 さ ら に 、 当 該 突 出 部 分 の 表 面 全 体 は 虹  
彩 部 ３ ０ １ に よ っ て 被 覆 さ れ る 。 こ の 突 出 部 分 に よ り 、 図 ５ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 正 面 ５  
０ ２ か ら 見 た 場 合 や 、 左 ５ ０ ３ や 右 ５ ０ ４ か ら 見 た 場 合 に お い て 、 い ず れ の 場 合 も 虹 彩 部  
３ ０ １ の 奥 に 瞳 孔 部 ３ ０ ２ が 形 成 さ れ て お り 、 更 に は 突 出 部 分 が 丸 み を 帯 び た 凸 形 状 で 形  
成 さ れ て い る た め 、 広 範 囲 に わ た っ て 同 様 の 印 象 と な る 。 つ ま り 、 人 形 体 を 回 転 さ せ な が  
ら 見 た 場 合 で あ っ て も 、 所 定 の 角 度 を 超 え た 位 置 か ら 見 た 場 合 に は 急 に 瞳 孔 部 の 印 象 が 変  
化 し て し ま う な ど の 違 和 感 を 抑 制 す る こ と が で き る 。 こ の よ う に 、 本 実 施 形 態 に よ れ ば 広  
範 囲 に 渡 っ て 追 視 機 能 を よ り 自 然 な 印 象 で 実 現 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 （ 分 割 ラ イ ン ）
　 続 い て 、 本 実 施 形 態 に 係 る 顔 面 部 品 ２ ０ と 眼 部 品 １ ０ と の 分 割 ラ イ ン に つ い て 説 明 す る  
。 図 ５ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 白 目 部 ２ ０ １ と ま つ 毛 部 ２ ０ ２ と を 含 む 顔 面 部 品 ２ ０ と 、 虹  
彩 部 ３ ０ １ 、 瞳 孔 部 ３ ０ ２ １ 及 び 下 地 部 ３ ０ ３ を 含 む 眼 部 品 １ ０ と は ５ ０ １ の 一 点 鎖 線 に  
沿 っ て 分 割 さ れ る 。 こ の よ う に 、 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 顔 面 部 品 ２ ０ に 対 し て 眼 部 品 １ ０  
を 裏 面 か ら 挿 入 し て 組 み 立 て た 場 合 の 組 立 後 の 分 割 ラ イ ン が 白 目 部 分 と 瞳 部 分 と の 境 界 付  
近 に 形 成 さ れ る 。 白 目 と 瞳 と の 境 界 付 近 で は 一 般 的 に 色 差 が 大 き く そ の 境 界 を は っ き り 識  
別 す る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 そ の 境 界 付 近 に 分 割 ラ イ ン を 形 成 す る こ と に よ り 当 該  
ラ イ ン を 目 立 た な く す る 効 果 が 生 ま れ 、 組 立 に よ る 分 割 ラ イ ン に よ っ て 表 情 に 違 和 感 を 与  
え る こ と を 軽 減 す る こ と が で き る 。 な お 、 分 割 ラ イ ン に つ い て は 、 図 ５ （ ａ ） に 示 す 一 点  
鎖 線 ５ ０ １ に 本 発 明 を 限 定 す る 意 図 は な く 、 分 割 ラ イ ン が 目 立 た な い 場 所 で あ れ ば ど の よ  
う な 場 所 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ま た 、 本 実 施 形 態 に 係 る 顔 面 部 品 ２ ０ 及 び 眼 部 品 １ ０ は 複 数 色 の 樹 脂 を 使 用 し た イ ン サ  
ー ト 成 形 及 び 多 色 成 形 に よ っ て 生 成 さ れ る 。 従 っ て 、 各 部 品 の 各 部 、 例 え ば 虹 彩 部 ３ ０ １  
や 瞳 孔 部 ３ ０ ２ は 密 着 し て 成 形 さ れ る た め 、 組 み 立 に よ る 隙 間 や 組 み 付 け 誤 差 に よ る ズ レ  
な ど が な く 、 そ の よ う な 組 立 に よ る 違 和 感 を 極 力 低 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 、 本 実 施 形 態 に 係 る 人 形 体 の 顔 面 部 品 に 組 み 付 け ら れ る 眼 部 品 は 、  
眼 部 品 の 前 面 に 配 置 さ れ る 虹 彩 部 と 、 前 面 が 凸 形 状 で 形 成 さ れ る と と も に 、 虹 彩 部 の 後 面  
か ら 突 出 し て 当 該 虹 彩 部 の 内 部 に 突 出 す る 突 出 部 分 を 有 す る 瞳 孔 部 と を 備 え る 。 ま た 、 本  
実 施 形 態 に 係 る 眼 部 品 は 、 眼 を 構 成 す る 白 目 部 及 び ま つ 毛 部 以 外 の 瞳 部 分 の み を 形 成 す る  
よ う に 構 成 さ れ て も よ く 、 更 に は イ ン サ ー ト 成 形 を 繰 り 返 す こ と で 成 形 さ れ て も よ い 。 こ  
れ に よ り 、 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 人 形 体 の 眼 部 品 に お い て 広 範 囲 に 追 視 機 能 を 自 然 な 印 象  
で 実 現 す る と と も に 、 ま た 同 機 能 を 好 適 に 製 造 可 能 な 仕 組 み を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 本 発 明 は 上 記 実 施 形 態 に 制 限 さ れ る も の で は な く 、 発 明 の 要 旨 の 範 囲 内 で 、 種 々 の 変 形  
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・ 変 更 が 可 能 で あ る 。 例 え ば 、 虹 彩 部 に 突 出 し た 瞳 孔 部 の 突 出 部 分 の 表 面 全 体 が 虹 彩 部 に  
よ っ て 被 覆 さ れ て も よ い 。 こ れ に よ り 、 人 形 体 の 眼 を 正 面 か ら 見 た 場 合 と 、 上 下 左 右 か ら  
見 た 場 合 と で 、 何 れ の 場 合 に お い て も 瞳 孔 部 が 虹 彩 部 の 奥 に 位 置 す る よ う に 見 え 、 自 然 な  
印 象 で 追 視 機 能 を 実 現 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ま た 、 虹 彩 部 の 後 面 と 接 す る 下 地 部 の 前 面 に 凹 凸 形 状 が 形 成 さ れ て も よ い 。 或 い は 、 下  
地 部 の 前 面 と 接 す る 虹 彩 部 の 後 面 に 凹 凸 形 状 を 形 成 し て も よ い 。 こ れ に よ り 、 瞳 部 に 入 光  
す る 光 の 反 射 を 多 方 向 に 分 散 す る こ と が で き 、 人 間 の 眼 の よ う な 自 然 な 輝 き を 再 現 す る こ  
と が で き る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
１ ０ ： 眼 部 品 、 ２ ０ ： 顔 面 部 品 、 ２ ０ １ ： 白 目 部 、 ２ ０ ２ ： ま つ 毛 部 、 ３ ０ １ ： 虹 彩 部 、  
３ ０ ２ ： 瞳 孔 部 、 ３ ０ ３ ： 下 地 部
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】



10

JP 7157120 B2 2022.10.19(11)

フロントページの続き

(72)発明者　 林田  翔一
東京都港区芝五丁目２９－１１  Ｇ－ＢＡＳＥ田町  株式会社ＢＡＮＤＡＩ  ＳＰＩＲＩＴＳ内

審査官　 安田  明央
(56)参考文献 特開２０１７－１６９８０１（ＪＰ，Ａ）

特開２００３－３１１０２６（ＪＰ，Ａ）
実開昭５８－０５１７８５（ＪＰ，Ｕ）
実開昭５３－００３６８６（ＪＰ，Ｕ）
特開平０９－１９２３５６（ＪＰ，Ａ）
特開２０１８－１８７２５６（ＪＰ，Ａ）
特開２０１７－１７０２０５（ＪＰ，Ａ）
特開２０１２－０２４３８２（ＪＰ，Ａ）
特開２０１７－１１３１２２（ＪＰ，Ａ）
実開昭５３－０６６３８９（ＪＰ，Ｕ）
特開２００９－２４７７９８（ＪＰ，Ａ）
特開２００８－２５９８８６（ＪＰ，Ａ）

(58)調査した分野　(Int.Cl.，ＤＢ名)
Ａ６３Ｈ      ３／３８
Ａ６３Ｈ      ３／４２


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

